
      

２
０
２
１
年
は
、
久
留
米
藩
初
代
藩

主
・
有
馬
豊
氏
（
と
よ
う
じ
）
が
初
め
て

久
留
米
城
に
入
っ
て
か
ら
、
４
０
０
年
の

節
目
に
あ
た
り
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て
、

全
８
回
に
わ
た
り
、
久
留
米
藩
時
代
に
ま

つ
わ
る
京
町
校
区
の
歴
史
遺
産
を
紹
介
し

ま
す
。
各
回
、
テ
ー
マ
と
す
る
歴
史
遺
産

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
見
ど

こ
ろ
や
、
知
り
ど
こ
ろ
を
語
り
ま
す
。 

  

第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、
梅
林
寺
に
あ
る

「
有
馬
家
霊
屋
（
た
ま
や
）」
で
す
。 

 

梅
林
寺
は
久
留
米
藩
を
治
め
た
大
名
・

有
馬
家
の
菩
提
寺
で
、「
有
馬
家
霊
屋
」
は

平
成
30
年
12
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
ゲ
ス
ト
の
有
富
さ
ん
（
久
留
米
市

都
市
計
画
課
）
は
、
学
生
時
代
か
ら
古
い

社
寺
建
築
の
調
査
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

市
職
員
に
な
る
前
に
、「
有
馬
家
霊
屋
」
の

調
査
に
も
関
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

Ｑ
．「
有
馬
家
霊
屋
」
と
は
？ 

（
有
富
） 

初
代
豊
氏
や
そ
の
父
で
藩
祖

則
頼
（
の
り
よ
り
）
な
ど
を
供
養
し
、
祀

っ
て
い
る
建
物
で
す
。
い
ま
か
ら
４
０
０

年
ほ
ど
前
に
建
て
ら
れ
た
、
久
留
米
市
内

で
最
も
古
い
建
物
（
木
造
建
築
）
で
、
全

部
で
５
棟
あ
り
ま
す
。 

 

Ｑ
．建
築
の
見
ど
こ
ろ
、知
り
ど
こ
ろ
は
？ 

（
有
富
） 

屋
根
の
ち
が
い
で
す
。
上
段

の
３
棟
と
、
下
段
の
２
棟
で
は
、
図
の
よ

う
に
屋
根
と
壁
の
高
さ
の
比
率
が
違
い
ま

す
。
下
段
の
２
棟
は
１
：
１
に
近
い
の
で

す
が
、
上
段
の
３
棟
は
２
：
３
と
壁
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
建
物
自
体
も
下
段
が

大
き
く
重
厚
感
が
あ
り
ま
す
。
造
り
の
違

い
は
、
建
物
の
役
割
が
違
う
た
め
で
す
。

下
段
の
内
部
に
は
石
造
の
墓
塔
が
あ
り
ま

す
。
上
段
に
は
位
牌
を
納
め
た
宮
殿
（
く

う
で
ん
）
と
い
う
豪
華
な
仏
壇
が
入
っ
て

い
て
、
特
に
「
位
牌
廟
（
い
は
い
び
ょ
う
）」

と
呼
び
ま
す
。 

 

ま
た
現
在
、
屋
根
の
形
は
下
段
の
１
棟

だ
け
宝
形
造
（
ほ
う
ぎ
ょ
う
づ
く
り
）
と

い
い
、
頂
点
に
宝
珠
（
ほ
う
し
ゅ
）
と
呼

ば
れ
る
タ
マ
ネ
ギ
の
よ
う
な
珠
が
載
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
４
棟
は
入
母
屋
造 

                      
（
い
り
も
や
づ
く
り
）
と
い
い
ま
す
。 

 

屋
根
の
形
の
違
い
は
、
上
段
に
あ
が
っ

て
下
段
２
棟
を
見
る
と
、
良
く
分
か
り
ま

す
よ
。 

 

                       

通
常
、
霊
屋
の
内
部
は
、
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。「
京
隈
か
い
わ
い
め
ぐ
り
」

な
ど
の
特
別
公
開
が
行
わ
れ
る
際
に
は
、

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
聞
き
手 

市
文
化
財
保
護
課 

穴
井
） 

久
留
米
入
城
４
０
０
年
記
念 

 
京
町
校
区
の
見
ど
こ
ろ
知
り
ど
こ
ろ 

 
 
 

第
１
回 

有
馬
家
霊
屋 

◆「広報きょうまち」第535号（令和3年2月号）より 


